
「
国

際
リ

ニ
ア

コ
ラ

イ
ダ

ー
推

進
委

員
会

（
IL

C
S

C
）
」
等

の
国

際
的

管
理

体
制

の
も

と
で

実
施

建
設

地
は

プ
レ

体
制

（
ＩＬ

Ｃ
国

際
研

究
所

の
準

備
組

織
）
の

組
織

に
よ

っ
て

評
価

・
実

施

国
際

的
管

理
体

制
に

よ
る

推
進

国
際

的
管

理
体

制
に

よ
る

推
進

国
際

的
管

理
体

制
に

よ
る

推
進

国
際

的
管

理
体

制
に

よ
る

推
進

■
建

設
地

決
定

ま
で

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
■

建
設

地
決

定
ま

で
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

■
建

設
地

決
定

ま
で

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
■

建
設

地
決

定
ま

で
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

基
準

設
計

書
は

、
2

0
1

2
年

末
ま

で
に

国
際

共
同

設
計

チ
ー

ム
に

よ
り

作
成

以
降

、
建

設
候

補
地

の
評

価
と

各
国

政
府

間
の

協
議

後
に

建
設

地
が

決
定

予
定

■
建

設
の

ス
タ

ー
ト

時
期

■
建

設
の

ス
タ

ー
ト

時
期

■
建

設
の

ス
タ

ー
ト

時
期

■
建

設
の

ス
タ

ー
ト

時
期

2
0

1
0
年

代
後

半
以

降
に

な
る

見
込

み

IL
C

IL
C

IL
C

IL
C

の
建

設
時

期
の

建
設

時
期

の
建

設
時

期
の

建
設

時
期

IL
C

IL
C

IL
C

IL
C

の
建

設
地

の
条

件
の

建
設

地
の

条
件

の
建

設
地

の
条

件
の

建
設

地
の

条
件

振
動

が
少

な
く
、

活
断

層
の

無
い

安
定

し
た

岩
盤

。
地

上
と

の
ア

ク
セ

ス
効

率
が

良
い

こ
と

周
辺

市
街

地
や

中
核

都
市

と
の

連
携

性
が

良
い

こ
と

、
空

港
や

交
通

ア
ク

セ
ス

（
道

路
、

鉄
道

）
が

良
好

で
あ

る
こ

と

IL
C
の

建
設

候
補

地
の

建
設

候
補

地
の

建
設

候
補

地
の

建
設

候
補

地

ٕ
ূ
঩
ম
প
൜
಼
ऊ
ै
の
୮
௪
に
਱
ऐ
て
ٕ

IL
C॑

ற
ध
し
た
ূ
ਨ
の
ల
ਟ
অ
४
ঙ
থ

-
概
要
版

-

は
じ
め
に

●

IL
C
IL
C
IL
C
IL
C
を
核
と
し
た
東
北
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

を
核
と
し
た
東
北
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

を
核
と
し
た
東
北
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

を
核
と
し
た
東
北
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
-
概
要
版
-
に
つ
い
て

こ
の
「

IL
C॑

ற
ध
し
た
ূ
ਨ
の
ల
ਟ
অ
४
ঙ
থ
-概

要
版
-」

म
ؚ
ূ
ਨ
ھ
ہ
ڸ
௓
ਤ
ੈ
৮
ভ
ऊ
਴
成
24
ফ
7月

に
策
定
し
た
「

IL
C॑

ற
ध
し
た
ূ
ਨ
の
ల
ਟ
অ
४
ঙ
থ
」
の
策
定
趣
旨
や
構
成
等
に
つ
い
て
示
し
た
も
の
。

東
北

は
今

、
未

曾
有

の
被

害
を

も
た

ら
し

た
東

日
本

大
震

災
か

ら
の

復
旧

・
復

興
に

向
け

て
、

地
域

一
丸

と
な

っ
て

懸
命

な

取
組

み
を

続
け

て
い

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
新

し
い

東
北

の
再

生
に

は
、

ま
だ

ま
だ

多
く
の

時
間

を
要

す
る

。

今
後

、
長

き
に

亘
っ

て
故

郷
の

再
生

に
取

り
組

ん
で

い
く
に

は
、

こ
こ

に
住

む
も

の
が

夢
と

希
望

を
持

ち
続

け
て

進
ん

で
い

け

る
大

き
な

国
家

的
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

必
要

で
あ

る
。

い
ま

、
ＩＬ

Ｃ
の

建
設

地
の

選
定

が
大

詰
め

の
時

期
に

差
し

掛
か

っ
て

い
る

。
こ

の
上

は
是

が
非

で
も

ＩＬ
Ｃ

建
設

を
東

北
の

地

で
実

現
し

た
い

。
そ

の
た

め
に

、
東

北
に

住
む

者
が

共
有

で
き

る
ビ

ジ
ョ

ン
を

描
こ

う
。

今
回

と
り

ま
と

め
た

ビ
ジ

ョ
ン

を
通

し
、

ＩＬ

Ｃ
の

北
上

山
地

建
設

の
意

義
に

つ
い

て
東

北
各

地
域

は
勿

論
の

こ
と

、
国

内
各

層
で

理
解

が
深

ま
り

、
こ

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

現
実

の
も

の
と

な
る

こ
と

を
期

待
し

た
い

。

そ
し

て
、

こ
の

地
が

基
礎

物
理

の
実

験
の

場
と

し
て

ば
か

り
で

は
な

く
、

世
界

と
の

交
流

の
場

と
し

て
、

ま
た

、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

と
し

て
の

役
割

を
発

揮
し

、
そ

れ
が

東
北

の
復

興
と

再
生

に
結

び
つ

い
て

い
く
こ

と
を

願
っ

て
や

ま
な

い
。

IL
C
を
東
北
で
実
現
す
る
こ
と
の
意
義

■
東

北
産

業
へ

大
き

な
経

済
波

及
効

果
■

東
北

産
業

へ
大

き
な

経
済

波
及

効
果

■
東

北
産

業
へ

大
き

な
経

済
波

及
効

果
■

東
北

産
業

へ
大

き
な

経
済

波
及

効
果

建
設

か
ら

運
用

の
3
0
年

間
で

、
約

4
.3

兆
円

の
生

産
誘

発

額
が

発
生

（
技

術
・
産

業
の

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
効

果
含

ま
ず

）

■
東

北
の

産
業

に
お

け
る

技
術

・
産

業
革

新
（イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
■

東
北

の
産

業
に

お
け

る
技

術
・
産

業
革

新
（イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
■

東
北

の
産

業
に

お
け

る
技

術
・
産

業
革

新
（イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
■

東
北

の
産

業
に

お
け

る
技

術
・
産

業
革

新
（イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ

ン
）
の

促
進

ン
）
の

促
進

ン
）
の

促
進

ン
）
の

促
進

■
先

端
科

学
技

術
・産

業
集

積
地

域
と

し
て

の
新

た
な

「
東

北
■

先
端

科
学

技
術

・産
業

集
積

地
域

と
し

て
の

新
た

な
「
東

北
■

先
端

科
学

技
術

・産
業

集
積

地
域

と
し

て
の

新
た

な
「
東

北
■

先
端

科
学

技
術

・産
業

集
積

地
域

と
し

て
の

新
た

な
「
東

北

ブ
ラ

ン
ド

」
の

形
成

ブ
ラ

ン
ド

」
の

形
成

ブ
ラ

ン
ド

」
の

形
成

ブ
ラ

ン
ド

」
の

形
成

■
成

長
力

の
高

い
先

端
科

学
技

術
産

業
の

東
北

へ
の

集
積

の
■

成
長

力
の

高
い

先
端

科
学

技
術

産
業

の
東

北
へ

の
集

積
の

■
成

長
力

の
高

い
先

端
科

学
技

術
産

業
の

東
北

へ
の

集
積

の
■

成
長

力
の

高
い

先
端

科
学

技
術

産
業

の
東

北
へ

の
集

積
の

加
速

化
加

速
化

加
速

化
加

速
化

■ ■■■
IL

C
IL

C
IL

C
IL

C
の

運
用

定
常

時
で

約
の

運
用

定
常

時
で

約
の

運
用

定
常

時
で

約
の

運
用

定
常

時
で

約
1 111
万

人
、

東
北

の
人

口
流

出
の

傾
向

に
歯

止
め

万
人

、
東

北
の

人
口

流
出

の
傾

向
に

歯
止

め
万

人
、

東
北

の
人

口
流

出
の

傾
向

に
歯

止
め

万
人

、
東

北
の

人
口

流
出

の
傾

向
に

歯
止

め
■

世
界

と
の

交
流

に
よ

る
文

化
・
意

識
面

で
の

「
真

の
国

際
性

」の
涵

養
■

世
界

と
の

交
流

に
よ

る
文

化
・
意

識
面

で
の

「
真

の
国

際
性

」の
涵

養
■

世
界

と
の

交
流

に
よ

る
文

化
・
意

識
面

で
の

「
真

の
国

際
性

」の
涵

養
■

世
界

と
の

交
流

に
よ

る
文

化
・
意

識
面

で
の

「
真

の
国

際
性

」の
涵

養
■

サ
イ

エ
ン

ス
・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

活
動

と
東

北
の

「科
学

技
術

教
育

水
準

」
の

向
上

■
サ

イ
エ

ン
ス

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

活
動

と
東

北
の

「科
学

技
術

教
育

水
準

」
の

向
上

■
サ

イ
エ

ン
ス

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

活
動

と
東

北
の

「科
学

技
術

教
育

水
準

」
の

向
上

■
サ

イ
エ

ン
ス

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

活
動

と
東

北
の

「科
学

技
術

教
育

水
準

」
の

向
上

■ ■■■
IL

C
IL

C
IL

C
IL

C
を

新
た

な
観

光
資

源
と

す
る

「
東

北
サ

イ
エ

ン
ス

・
ツ

ー
リ

ズ
ム

」
の

活
発

化
を

新
た

な
観

光
資

源
と

す
る

「
東

北
サ

イ
エ

ン
ス

・
ツ

ー
リ

ズ
ム

」
の

活
発

化
を

新
た

な
観

光
資

源
と

す
る

「
東

北
サ

イ
エ

ン
ス

・
ツ

ー
リ

ズ
ム

」
の

活
発

化
を

新
た

な
観

光
資

源
と

す
る

「
東

北
サ

イ
エ

ン
ス

・
ツ

ー
リ

ズ
ム

」
の

活
発

化
■

東
北

の
都

市
・地

域
構

造
の

再
編

と
「
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・コ
リ

ド
ー

」
の

形
成

■
東

北
の

都
市

・地
域

構
造

の
再

編
と

「
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・コ
リ

ド
ー

」
の

形
成

■
東

北
の

都
市

・地
域

構
造

の
再

編
と

「
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・コ
リ

ド
ー

」
の

形
成

■
東

北
の

都
市

・地
域

構
造

の
再

編
と

「
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・コ
リ

ド
ー

」
の

形
成

■
基

礎
科

学
の

発
展

と
人

材
育

成
、

最
先

端
技

術
革

新
に

寄
■

基
礎

科
学

の
発

展
と

人
材

育
成

、
最

先
端

技
術

革
新

に
寄

■
基

礎
科

学
の

発
展

と
人

材
育

成
、

最
先

端
技

術
革

新
に

寄
■

基
礎

科
学

の
発

展
と

人
材

育
成

、
最

先
端

技
術

革
新

に
寄

与 与与与
■

ア
ジ

ア
全

体
の

基
礎

科
学

技
術

の
水

準
、

産
業

力
の

向
上

■
ア

ジ
ア

全
体

の
基

礎
科

学
技

術
の

水
準

、
産

業
力

の
向

上
■

ア
ジ

ア
全

体
の

基
礎

科
学

技
術

の
水

準
、

産
業

力
の

向
上

■
ア

ジ
ア

全
体

の
基

礎
科

学
技

術
の

水
準

、
産

業
力

の
向

上
に

貢
献

に
貢

献
に

貢
献

に
貢

献
ア

ジ
ア

の
研

究
者

・
技

術
者

の
交

流
拠

点
、

ア
ジ

ア
の

「
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

」
に

な
る

■
世

界
の

基
礎

科
学

研
究

水
準

の
向

上
■

世
界

の
基

礎
科

学
研

究
水

準
の

向
上

■
世

界
の

基
礎

科
学

研
究

水
準

の
向

上
■

世
界

の
基

礎
科

学
研

究
水

準
の

向
上

॔
४

॔
・

਼
ੀ

の
੦

ຊ
ఐ

৾
਷

૆
ृ

産
業

ৡ
の

਱
঱

産
業

振
興

・
革

新
面

地
域

振
興

面

■
東

北
産

業
へ

大
き

な
雇

用
創

出
効

果
が

発
生

■
東

北
産

業
へ

大
き

な
雇

用
創

出
効

果
が

発
生

■
東

北
産

業
へ

大
き

な
雇

用
創

出
効

果
が

発
生

■
東

北
産

業
へ

大
き

な
雇

用
創

出
効

果
が

発
生

建
設

か
ら

運
用

の
3

0
年

間
で

、
約

2
5
万

人
分

（
全

国
ベ

ー
ス

。
年

平
均

で
約

8
,3

0
0
人

/年
）
の

雇
用

発
生

■
東

北
に

お
い

て
高

度
産

業
人

材
の

育
成

・集
積

■
東

北
に

お
い

て
高

度
産

業
人

材
の

育
成

・集
積

■
東

北
に

お
い

て
高

度
産

業
人

材
の

育
成

・集
積

■
東

北
に

お
い

て
高

度
産

業
人

材
の

育
成

・集
積

東
北

の
加

速
器

技
術

、
新

産
業

分
野

の
研

究
者

・
技

術
者

の
能

力
向

上
、

域
外

か
ら

研
究

者
・
技

術
者

の
流

入
定

着
な

ど
に

よ
り

、
高

度
産

業
人

材
の

育
成

・
集

積
が

進
展

■
新

産
業

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
と

「
東

北
ブ

ラ
ン

ド
」
の

形
成

に
よ

る
■

新
産

業
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

と
「
東

北
ブ

ラ
ン

ド
」
の

形
成

に
よ

る
■

新
産

業
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

と
「
東

北
ブ

ラ
ン

ド
」
の

形
成

に
よ

る
■

新
産

業
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

と
「
東

北
ブ

ラ
ン

ド
」
の

形
成

に
よ

る
雇

用
機

会
の

発
生

雇
用

機
会

の
発

生
雇

用
機

会
の

発
生

雇
用

機
会

の
発

生
■

全
体

と
し

て
東

北
の

「
雇

用
力

」（
人

材
力

と
雇

用
機

会
力

）
■

全
体

と
し

て
東

北
の

「
雇

用
力

」（
人

材
力

と
雇

用
機

会
力

）
■

全
体

と
し

て
東

北
の

「
雇

用
力

」（
人

材
力

と
雇

用
機

会
力

）
■

全
体

と
し

て
東

北
の

「
雇

用
力

」（
人

材
力

と
雇

用
機

会
力

）
の

飛
躍

的
高

ま
り

の
飛

躍
的

高
ま

り
の

飛
躍

的
高

ま
り

の
飛

躍
的

高
ま

り

雇
用

創
出

・
人

材
育

成
面

ূ
ਨ

の
൜

಼
୮

興
ध

再
生

の
ਉ

৿
ৡ

■
日

本
の

再
生

・持
続

的
成

長
へ

大
き

く
寄

与
■

日
本

の
再

生
・持

続
的

成
長

へ
大

き
く
寄

与
■

日
本

の
再

生
・持

続
的

成
長

へ
大

き
く
寄

与
■

日
本

の
再

生
・持

続
的

成
長

へ
大

き
く
寄

与
世

界
最

先
端

の
科

学
的

成
果

と
革

新
技

術
を

生
み

出
し

、
新

し
い

産
業

群
が

輩
出

低
迷

す
る

日
本

の
技

術
力

、
産

業
力

を
飛

躍
的

に
高

め
、

日
本

再
生

に
大

き
く
寄

与
■

日
本

の
国

際
プ

レ
ゼ

ン
ス

・
国

家
安

全
保

障
の

向
上

に
大

き
■

日
本

の
国

際
プ

レ
ゼ

ン
ス

・
国

家
安

全
保

障
の

向
上

に
大

き
■

日
本

の
国

際
プ

レ
ゼ

ン
ス

・
国

家
安

全
保

障
の

向
上

に
大

き
■

日
本

の
国

際
プ

レ
ゼ

ン
ス

・
国

家
安

全
保

障
の

向
上

に
大

き
く
寄

与
く
寄

与
く
寄

与
く
寄

与

日
本

の
再

生
、

国
際

プ
レ

ゼ
ン

ス
・

安
全

保
障

へ
寄

与

■
国

際
リ

ニ
ア

コ
ラ

イ
ダ

ー
（

国
際

リ
ニ

ア
コ

ラ
イ

ダ
ー

（
国

際
リ

ニ
ア

コ
ラ

イ
ダ

ー
（

国
際

リ
ニ

ア
コ

ラ
イ

ダ
ー

（
IL

C
 

IL
C

 
IL

C
 

IL
C

 : 
In

te
rn

at
io

n
al

 L
in

e
ar

 
C

o
lli

de
r）

は
、

電
子

と
そ

の
反

粒
子

で
あ

る
陽

電
子

を
超

高
エ

ネ
ル

ギ
ー

で
正

面
衝

突
さ

せ
、

宇
宙

の
始

ま
り

宇
宙

の
始

ま
り

宇
宙

の
始

ま
り

宇
宙

の
始

ま
り

（
ビ

ッ
グ

バ
ン

）
か

ら
（
ビ

ッ
グ

バ
ン

）
か

ら
（
ビ

ッ
グ

バ
ン

）
か

ら
（
ビ

ッ
グ

バ
ン

）
か

ら
1 111
兆

分
の

１
秒

後
の

状
態

を
人

為
的

兆
分

の
１

秒
後

の
状

態
を

人
為

的
兆

分
の

１
秒

後
の

状
態

を
人

為
的

兆
分

の
１

秒
後

の
状

態
を

人
為

的
に

再
現

に
再

現
に

再
現

に
再

現

■
約

3
0

 k
m

～
5

0
 k

m
の

直
線

形
、

深
さ

約
1

0
0

 m
の

地
下

に
設

置 衝
突

に
よ

っ
て

生
成

さ
れ

る
さ

ま
ざ

ま
な

粒
子

を
測

定
、

解
析

し
未

知
の

素
粒

子
発

見
な

ど
物

理
理

論
を

究
明

●

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

e
-

全
長

約
3
0
k
m

（
将

来
：

約
5
0
k
m
）

e
+

国
際

科
学

技
術

研
究

圏
域

の
建

設
費

国
際

科
学

技
術

研
究

圏
域

の
建

設
費

国
際

科
学

技
術

研
究

圏
域

の
建

設
費

国
際

科
学

技
術

研
究

圏
域

の
建

設
費

●

■
IL

C
の

建
設

費
は

、
約

7
,7

0
0
億

円
と

見
積

も
り

（
2

0
0

7
年

）
見

積
に

含
ま

れ
て

い
な

い
測

定
器

関
連

の
建

設
費

1
,0

0
0

億
円

/2
基

を
加

え
る

と
、

建
設

投
資

額
は

8
,7

4
3
億

円
う

ち
国

内
の

建
設

投
資

額
は

、
約

建
設

投
資

額
は

、
約

建
設

投
資

額
は

、
約

建
設

投
資

額
は

、
約
4
,8
4
3
億

円
億

円
億

円
億

円
と

推
計

IL
C
の

建
設

費
の

建
設

費
の

建
設

費
の

建
設

費

新
規

の
開

発
整

備
は

、
主

に
「
中

心
範

囲
」
の

約
5

1
8

h
a

そ
こ

に
は

最
先

端
科

学
技

術
エ

リ
ア

4
5

6
h

a
と

国
際

交
流

生
活

エ
リ

ア
6

2
h

a
が

誕
生

、
既

存
イ

ン
フ

ラ
を

有
効

活
用

建
設

費
は

、
合

計
で

約
2

,8
9

0
億

円
程

度

圏
域

の
想

定
開

発
整

備
面

積
圏

域
の

想
定

開
発

整
備

面
積

圏
域

の
想

定
開

発
整

備
面

積
圏

域
の

想
定

開
発

整
備

面
積

IL
C
及

び
国

際
科

学
技

術
研

究
圏

域
形

成
経

済
波

及
・
ｲ
ﾉ
ﾍ

ﾞｰ
ｼ
ｮﾝ

効
果

及
び

国
際

科
学

技
術

研
究

圏
域

形
成

経
済

波
及

・
ｲ
ﾉ
ﾍ

ﾞｰ
ｼ
ｮﾝ

効
果

及
び

国
際

科
学

技
術

研
究

圏
域

形
成

経
済

波
及

・
ｲ
ﾉ
ﾍ

ﾞｰ
ｼ
ｮﾝ

効
果

及
び

国
際

科
学

技
術

研
究

圏
域

形
成

経
済

波
及

・
ｲ
ﾉ
ﾍ

ﾞｰ
ｼ
ｮﾝ

効
果

「
建

設
(1

0
年

）
」
と

「
運

用
（

2
0
年

）
」
の

経
済

波
及

効
果

生
産

誘
発

額
生

産
誘

発
額

生
産

誘
発

額
生

産
誘

発
額

約 約約約
4
.3

兆
円

兆
円

兆
円

兆
円

誘
発

雇
用

者
数

誘
発

雇
用

者
数

誘
発

雇
用

者
数

誘
発

雇
用

者
数

約 約約約
2
5
万

人
万

人
万

人
万

人
（
約

（
約（
約

（
約

8
.3

千
人

・
年

）
千

人
・
年

）
千

人
・
年

）
千

人
・
年

）

「
利

用
者

(ユ
ー

ザ
ー

)産
業

」
と

「
供

給
者

(サ
プ

ラ
イ

ヤ
ー

)産
業

」
の

双
方

に
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
も

た
ら

す
と

期
待

放
射

光
実

験
施

設
な

ど
を

併
設

な
ど

、
産

業
利

用
を

あ
ら

か
じ

め
視

野
に

入
れ

て
関

連
す

る
施

設
間

を
連

携

技
術

・
産

業
の

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
効

果
技

術
・
産

業
の

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
効

果
技

術
・
産

業
の

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
効

果
技

術
・
産

業
の

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
効

果

 

分
類
 

利
用

者
(ユ

ー
ザ

ー
)分

野
 

加
速

器
原

理
活

用
分

野
 

供
給

者
（
サ

プ
ラ

イ
ヤ

ー
）
分

野
 

  科
 

学
 

技
 

術
 

最
先

端
 

 
■

素
粒

子
物

理
 

 
■

最
先

端
加

速
器

（
I
L
C

、
C
E
R
N

）
 

放
射

線
技

術
、

粒
子

測
定

技
術

、
光

検
出

技
術

、
電

子
ビ

ー
ム

・
イ

オ
ン

ビ
ー

ム
・
中

性
子

ビ
ー

ム
等

の
最

先
端

技
術
 

■
機

械
加

工
技

術
 

■
制

御
技

術
 

■
電

気
・
電

子
技

術
 

■
情

報
通

信
技

術
 

■
建

設
・
土

木
関

連
技

術
 

■
計

測
技

術
 

先
端
/ 

応
用
 

■
医

療
・
生

命
科

学
 

■
新

素
材

・
材

料
 

■
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
環

境
 

■
計

量
・
計

測
 

■
情

報
・
通

信
 

 
 

■
先

端
科

学
技

術
用

／
高

度
普

及
型

加
速

器
（
S
P
r
in
g
8

、
J
-P
A
R
C

、
重

粒
子

線
医

療
施

設
等

）
 

先
端

放
射

光
、

先
端

中
性

子
、

先
端

粒
子

線
医

療
器

、
先

端
不

安
定

核
等

へ
の

応
用

技
術
 

  
産

 
業
 

■
放

射
線

を
利

用
し

て
製

造
さ

れ
る

素
材

・
部

品
・
製

品
（
素

材
、

医
薬

品
な

ど
）
 

■
放

射
線

を
利

用
し

て
高

度
化

す
る

製
品

（
自

動
車

、
家

電
な

ど
）
 

 
 

 
 

 
 

 

■
普

及
型

加
速

器
 

（
医

学
・
産

業
用

小
型

加
速

器
）
 

■
加

速
器

の
原

理
を

活
用

し
た

製
品
 

■
重

電
産

業
 

■
電

気
・
電

子
産

業
 

■
機

械
産

業
 

■
建

設
土

木
業
 

■
輸

送
業
 

 
 
 

 
 

 
 

 
東

北
に

お
け

る
加

速
器

関
連

産
業

の
規

模
：
約
6

兆
円
 

ূ
ਨ

ھ
ہ

ڸ
௓

ਤ
ੈ

৮
ভ

ق
（
社

）
東

北
経

済
連

合
会

内
）
電

話
０

２
２

－
７

９
９

－
２

１
０

３

●

Ｉ
Ｌ
Ｃ
（
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
）
計
画
の
概
要

●

IL
C
の

経
済

波
及

効
果

の
経

済
波

及
効

果
の

経
済

波
及

効
果

の
経

済
波

及
効

果

●



IL
C

IL
C

IL
C

IL
C

を
核

と
し

た
国

際
科

学
技

術
研

究
圏

域
の

コ
ン

セ
プ

ト
を

核
と

し
た

国
際

科
学

技
術

研
究

圏
域

の
コ

ン
セ

プ
ト

を
核

と
し

た
国

際
科

学
技

術
研

究
圏

域
の

コ
ン

セ
プ

ト
を

核
と

し
た

国
際

科
学

技
術

研
究

圏
域

の
コ

ン
セ

プ
ト

多
国

籍
共

生
に

よ
り

世
界

最
先

端
の

科
学

創
造

と
技

術
革

新
を

先
導

す
る

圏
域

多
国

籍
共

生
に

よ
り

世
界

最
先

端
の

科
学

創
造

と
技

術
革

新
を

先
導

す
る

圏
域

多
国

籍
共

生
に

よ
り

世
界

最
先

端
の

科
学

創
造

と
技

術
革

新
を

先
導

す
る

圏
域

多
国

籍
共

生
に

よ
り

世
界

最
先

端
の

科
学

創
造

と
技

術
革

新
を

先
導

す
る

圏
域

（
マ

ル
チ

ナ
シ

ョ
ナ

ル
・
サ

イ
エ

ン
ス

シ
テ

ィ
）

（
マ

ル
チ

ナ
シ

ョ
ナ

ル
・
サ

イ
エ

ン
ス

シ
テ

ィ
）

（
マ

ル
チ

ナ
シ

ョ
ナ

ル
・
サ

イ
エ

ン
ス

シ
テ

ィ
）

（
マ

ル
チ

ナ
シ

ョ
ナ

ル
・
サ

イ
エ

ン
ス

シ
テ

ィ
）

●

 

多
国

籍
共

生
に

よ
り

世
界

最
先

端
の

科
学

創
造

と
技

術
革

新
を

 

先
導

す
る

圏
域

 

（マ
ル

チ
ナ

シ
ョ

ナ
ル

・サ
イ

エ
ン

ス
シ

テ
ィ

） 

２
．

世
界

の
人

々
が

集
い

豊
か

な
自

然
環

境
の

も
と

で
生

活
・交

流
す

る
多

国
文

化
共

生
圏

域
 

 ■
基

本
的

な
国

際
都

市
機

能
・基

盤
を

備
え

る
 

■
世

界
の

多
様

な
国

の
人

々
が

安
心

・快
適

な
生

活
を

営
め

る
 

■
知

的
活

動
の

場
（職

）と
滞

在
・居

住
の

場
（住

）が
近

接
す

る
 

■
人

間
的

尺
度

の
空

間
の

中
で

ま
ち

が
つ

く
ら

れ
る

 
■

豊
か

な
自

然
環

境
の

中
に

形
成

さ
れ

る
 

■
利

便
性

が
整

っ
た

中
で

ゆ
と

り
あ

る
生

活
を

営
め

る
 

１
．

世
界

の
頭

脳
が

集
積

し
最

先
端

の
科

学
創

造
と

 
技

術
革

新
を

先
導

す
る

圏
域

 
 ■

世
界

最
高

水
準

の
科

学
的

価
値

が
創

造
さ

れ
る

 
■

科
学

と
融

合
し

た
先

端
的

技
術

革
新

が
行

わ
れ

る
 

■
大

量
の

価
値

情
報

の
蓄

積
と

世
界

へ
の

供
給

が
お

こ
な

わ
れ

る
 

■
滞

在
研

究
者

に
よ

り
日

常
的

に
知

的
交

流
・触

発
が

営
ま

れ
る

 
■

グ
ロ

ー
バ

ル
な

知
的

交
流

拠
点

が
形

成
さ

れ
る

 
 

■
東

北
地

域
全

体
に

広
が

る
重

層
的

な
産

業
・大

学
等

と
の

連
携

が
形

成
さ

れ
る

 
 ■
科

学
：

科
学

：
科

学
：

科
学

：世
界

最
高

水
準

の
基

礎
科

学
を

け
ん

引
す

る

「O
nl

y 
on

e
世

界
研

究
拠

点
」の

創
出

 

■
技

術
：

技
術

：
技

術
：

技
術

：日
本

発
、

世
界

へ
波

及
す

る
「先

端
技

術
イ

ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
」の

創
出

 

■
情

報
：

情
報

：
情

報
：

情
報

：
世

界
へ

高
度

科
学

技
術

情
報

を
供

給
す

る

「高
度

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

拠
点

」の
形

成
 

【 【【【東
北

の
取

組
・特

性
東

北
の

取
組

・特
性

東
北

の
取

組
・特

性
東

北
の

取
組

・特
性

】 】】】    
○

地
域

の
様

々
な

復
興

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
取

組
 

○
恵

ま
れ

た
自

然
環

境
 

○
豊

か
な

保
養

・観
光

資
源

 

○
魅

力
あ

る
食

材
・食

文
化

 

○
個

性
に

富
む

伝
統

文
化

 

○
ホ

ス
ピ

タ
リ

テ
ィ

に
富

む
精

神
文

化
 

○
先

端
技

術
産

業
の

集
積

 

○
大

学
の

集
積

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

等
 

■
交

流
：

交
流

：
交

流
：

交
流

：異
な

る
国

籍
・文

化
を

持
っ

た
世

界
の

人
々

が
交

流
す

る
「グ

ロ
ー

バ
ル

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

」の
形

成
 

■
生

活
：

生
活

：
生

活
：

生
活

：世
界

か
ら

集
ま

る
人

々
が

ス
ト

レ
ス

な
く
生

活

を
営

め
る

「ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

生
活

環
境

」の
提

供
 

  

【国
際

科
学

技
術

研
究

圏
域

形
成

の
基

本
条

件
】

【国
際

科
学

技
術

研
究

圏
域

形
成

の
基

本
条

件
】

【国
際

科
学

技
術

研
究

圏
域

形
成

の
基

本
条

件
】

【国
際

科
学

技
術

研
究

圏
域

形
成

の
基

本
条

件
】    

【国
際

科
学

技
術

研
究

圏
域

形
成

の
コ

ン
セ

プ
ト

】
【国

際
科

学
技

術
研

究
圏

域
形

成
の

コ
ン

セ
プ

ト
】

【国
際

科
学

技
術

研
究

圏
域

形
成

の
コ

ン
セ

プ
ト

】
【国

際
科

学
技

術
研

究
圏

域
形

成
の

コ
ン

セ
プ

ト
】    

■
「
中

心
範

囲
」
：
半

径
1

5
k

m
～

2
0

k
m

圏

IL
C
国

際
研

究
所

や
研

究
機

関
オ

フ
ィ

ス
、

住
宅

、
生

活
サ

ー
ビ

ス
施

設
な

ど
が

立
地

�
「
中

域
交

流
範

囲
」
：
盛

岡
か

ら
仙

台
に

至
る

範
囲

人
・
物

資
・
情

報
の

流
動

が
高

い
頻

度
で

行
わ

れ
る

範
囲

学
術

研
究

機
関

や
産

業
と

の
交

流
連

携
、

物
資

輸
送

生
活

サ
ー

ビ
ス

や
レ

ジ
ャ

ー
な

ど
国

際
レ

ベ
ル

の
生

活
環

境

�
「
広

域
連

携
範

囲
」
：
新

潟
県

を
含

め
た

東
北

全
域

が
範

囲

東
北

の
理

工
系

大
学

や
先

端
技

術
産

業
が

集
積

し
、

連
携

可
能

な
範

囲

IL
C

IL
C

IL
C

IL
C

を
核

と
し

た
国

際
科

学
技

術
研

究
圏

域
の

概
要

を
核

と
し

た
国

際
科

学
技

術
研

究
圏

域
の

概
要

を
核

と
し

た
国

際
科

学
技

術
研

究
圏

域
の

概
要

を
核

と
し

た
国

際
科

学
技

術
研

究
圏

域
の

概
要

●

「
中

心
範

囲
」
に

お
け

る
拠

点
・
地

区
の

形
成

「
中

心
範

囲
」
に

お
け

る
拠

点
・
地

区
の

形
成

「
中

心
範

囲
」
に

お
け

る
拠

点
・
地

区
の

形
成

「
中

心
範

囲
」
に

お
け

る
拠

点
・
地

区
の

形
成

「
中

核
研

究
拠

点
」
（メ

イ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
）

「
中

核
研

究
拠

点
」
（メ

イ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
）

「
中

核
研

究
拠

点
」
（メ

イ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
）

「
中

核
研

究
拠

点
」
（メ

イ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
）

「
世

界
最

高
水

準
の

最
先

端
科

学
技

術
の

研
究

空
間

」
「
世

界
最

高
水

準
の

最
先

端
科

学
技

術
の

研
究

空
間

」
「
世

界
最

高
水

準
の

最
先

端
科

学
技

術
の

研
究

空
間

」
「
世

界
最

高
水

準
の

最
先

端
科

学
技

術
の

研
究

空
間

」
の

コ
ン

セ
プ

ト
1

0
0

h
a
程

度
の

整
備

面
積

を
想

定
し

、
立

地
需

要
に

応
じ

て
段

階
的

に
整

備
「
計

測
実

験
拠

点
（
サ

テ
ラ

イ
ト

キ
ャ

ン
パ

ス
）
も

整
備

サ
テ

ラ
イ

ト
キ

ャ
ン

パ
ス

）
も

整
備

サ
テ

ラ
イ

ト
キ

ャ
ン

パ
ス

）
も

整
備

サ
テ

ラ
イ

ト
キ

ャ
ン

パ
ス

）
も

整
備

「
先

端
産

業
集

積
拠

点
」
（
科

学
技

術
産

業
パ

ー
ク

）
「
先

端
産

業
集

積
拠

点
」
（
科

学
技

術
産

業
パ

ー
ク

）
「
先

端
産

業
集

積
拠

点
」
（
科

学
技

術
産

業
パ

ー
ク

）
「
先

端
産

業
集

積
拠

点
」
（
科

学
技

術
産

業
パ

ー
ク

）
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

、
IL

C
関

連
の

研
究

開
発

、
試

作
開

発
の

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
空

間

人
材

育
成

・
イ

ン
キ

ュ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・
分

析
サ

ー
ビ

ス
・
共

同
研

究
開

発
支

援
・
ビ

ジ
ネ

ス
支

援
機

能
将

来
的

に
集

積
が

期
待

さ
れ

る
先

端
技

術
産

業
群

全
般

の
受

け
皿

「
交

流
居

住
地

区
」

「
交

流
居

住
地

区
」

「
交

流
居

住
地

区
」

「
交

流
居

住
地

区
」

「
人

間
性

の
重

視
、

自
然

と
の

融
合

、
ゆ

と
り

の
創

出
」

「
人

間
性

の
重

視
、

自
然

と
の

融
合

、
ゆ

と
り

の
創

出
」

「
人

間
性

の
重

視
、

自
然

と
の

融
合

、
ゆ

と
り

の
創

出
」

「
人

間
性

の
重

視
、

自
然

と
の

融
合

、
ゆ

と
り

の
創

出
」

外
国

人
・
日

本
人

の
混

住
を

前
提

。
地

域
社

会
・
住

民
と

の
日

常
的

交
流

を
重

視
。

郊
外

型
戸

建
て

住
宅

、
市

街
地

型
の

戸
建

て
住

宅
、

低
・
中

層
集

合
住

宅
な

ど
の

多
様

な
形

態
（
タ

イ
プ

）
、

「
交

流
居

住
地

区
」
で

2
,1

0
0
戸

＋
既

成
市

街
地

9
0

0
戸

程
度

の
供

給
。

段
階

的
に

拡
大

「
中

域
交

流
範

囲
」
の

形
成

と
社

会
基

盤
整

備
「
中

域
交

流
範

囲
」
の

形
成

と
社

会
基

盤
整

備
「
中

域
交

流
範

囲
」
の

形
成

と
社

会
基

盤
整

備
「
中

域
交

流
範

囲
」
の

形
成

と
社

会
基

盤
整

備

「
中

域
交

流
範

囲
」
の

広
域

社
会

基
盤

整
備

「
中

域
交

流
範

囲
」
の

広
域

社
会

基
盤

整
備

「
中

域
交

流
範

囲
」
の

広
域

社
会

基
盤

整
備

「
中

域
交

流
範

囲
」
の

広
域

社
会

基
盤

整
備

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

基
盤

の
機

能
向

上
及

び
新

た
な

整
備

情
報

通
信

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

基
盤

の
整

備

電
力

供
給

基
盤

及
び

そ
の

他
供

給
処

理
基

盤
（
冷

却
水

供
給

、
廃

棄
物

処
理

施
設

、
燃

料
供

給
等

）
を

整
備

「
広

域
交

流
範

囲
」
の

形
成

「
広

域
交

流
範

囲
」
の

形
成

「
広

域
交

流
範

囲
」
の

形
成

「
広

域
交

流
範

囲
」
の

形
成

研
究

拠
点

・
産

業
と

の
連

携
の

方
向

研
究

拠
点

・
産

業
と

の
連

携
の

方
向

研
究

拠
点

・
産

業
と

の
連

携
の

方
向

研
究

拠
点

・
産

業
と

の
連

携
の

方
向

震
災

復
興

に
向

け
た

研
究

開
発

拠
点

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
IL

C
の

連
携

東
北

学
術

研
究

機
関

と
IL

C
の

連
携

東
北

先
端

技
術

産
業

と
IL

C
の

連
携

連
携

強
化

に
向

け
た

取
組

み
連

携
強

化
に

向
け

た
取

組
み

連
携

強
化

に
向

け
た

取
組

み
連

携
強

化
に

向
け

た
取

組
み

IL
C
と

連
携

す
る

先
端

科
学

実
験

施
設

設
置

の
推

進
IL

C
と

東
北

産
業

と
の

長
期

的
な

連
携

の
展

開
IL

C
国

際
研

究
所

と
の

協
働

体
制

の
構

築
と

取
組

み
の

推
進

●●
●


